
部　局 豊中市選挙管理委員会事務局 補　職 局長（部長級） 氏　名 選挙管理委員会事務局長

１．部局の使命

２．使命を遂行するための取り組み方針と、それに基づく取組みの総括 方針取組みの総括

方針 取組みの総括

(2020年度) 部局マネジメントシート 2020年度

選挙は、有権者が政治に参加する最も重要かつ基本的な機会であり、積極的な投票参加は民主政治の健全な発展のために欠かすことのできないものと
認識し、法令に基づき、選挙事務の管理執行を適正に行い、更に、投票しやすい環境づくりや政治意識の向上に努め、有権者の意思が的確に反映され
る社会の実現に貢献する。

〇当事務局は、選挙管理委員会の職務の執行を補助することを任務とし
ていることから、事務局の運営にあたっては適正に選挙を執行し、投票
しやすい環境づくり、必要な人づくり・組織づくりに努めていきます。
〇明るく正しい選挙の実現のため、選挙時はもとより、平常時からあら
ゆる機会をとらえて、市民の政治に参加する大切な機会である選挙の大
切さについて周知し、公正な選挙に対する意識の高揚や投票行動の喚起
を図っていきます。

○令和2年度（2020年度）は、期日前投票所の増設、開票集計システムの導
入など衆議院議員総選挙に向けた準備を着実に進めることができました。

○地震、風水害、新型コロナウイルス感染拡大などの危機事象に対して、公
職選挙法に定められた対処手法に関する判断基準及び手順などを定めた選挙
事務危機管理基本方針を策定しました。

○コロナ禍で公民分館文化祭や成人式などの行事が中止・変更となり、選挙
啓発の実施が難しい状況でしたが、大阪大学との連携により、社会科（公民
科）の教員免許取得をめざす学生カリキュラムに協力し、出前授業を行いま
した。

○衆議院議員総選挙に備えて、債務負担行為の限度額の増額補正を行い、投
開票所で必要なマスク、フェースシールド、使い捨て鉛筆、手指消毒液、非
接触型体温計、投票記載台などを調達し、新型コロナ対策を行いました。



３．当年度目標と目標設定に対する振り返り等 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

1

危機管理基本方針の策定

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

〇選挙期間中に発生、または発生の
恐れのある危機事象（地震、風水害
、感染症等）に対して、公職選挙法
に定められた対処方法（繰延投票、
繰延開票、期日前投票所の閉鎖等）
を実施する際の判断基準及び手続き
を明確に定めた選挙事務危機管理基
本方針を令和２年１０月７日に策定
しました。

〇災害発生または災害発生のおそれ
がある場合は、当基本方針に従い、
迅速かつ的確に判断、対応すること
により円滑な選挙事務の執行をめざ
します。
〇感染症対策として、投開票所で必
要な物品の調達や投開票所の運営等
（換気、間隔の確保、消毒等）を記
載した事務提要を改訂します。

〇選挙の投開票事務において、風水害等による災害が発生した場合又は
発生するおそれがある場合の、取り組むべき基本的な対処事項を作成し
ます。
　＊他市調査（政令市 19市、中核市 56市、近隣市他 19市）令和2年
（2020年）2月
　＊基本方針（案）の策定　4月～7月　
　＊基本方針の策定　8月
〇投票所等における感染症対策を作成します。（危機管理基本方針に含
める。）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

2

期日前投票所の増設

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

〇投票環境の維持・向上させるため
期日前投票所を３か所増設可能とな
る基盤整備を行いました。
増設箇所
　①蛍池老人憩の家集会室
　②豊島体育館会議室
　③千里文化センター「コラボ」集
会場
整備日程等
　LAN工事
　　５月２９日～６月６日
　光ケーブル等別途工事（豊島体育
館）
　　８月１９日～２６日
　ネットワーク移行確認
　　９月３日～１７日

〇今後も期日前投票者数の増加が見
込まれることから、新たに設置する
期日前投票所の設置場所、期間等を
市民に広く周知します。

〇新型コロナウイルス感染症への感
染が懸念される状況は期日前投票の
事由に該当することから、期日前投
票の活用を呼びかけ、投票者の分散
を図ります。

〇期日前投票所の増設に伴う有権者
の投票状況を把握し、よりよい投票
環境の向上をめざします。

〇投票環境を維持・向上させるため、期日前投票所を3か所増設します。
　＊増設箇所（3か所）
　・蛍池老人憩の家集会室
　・豊島体育館会議室
　・千里文化センター「コラボ」集会場
　＊基盤整備　4月～8月　
　



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

3

投開票事務の見直し

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

〇当日投票所及び開票所の人員体制
について、部局担当制による市職員
の動員体制を検討し、１０月に案を
提示しました。
〇開票事務の効率化を図るため、８
月末に開票集計システムを導入しま
した。
〇投票環境の維持・向上のため期日
前投票所を３か所増設可能となる基
盤整備を行いました。（再掲）

〇選挙事務の適正化を図りより効率
的な執行体制の構築をめざします。

〇選挙の適正な管理執行体制の構築をめざして、本部体制や事務執行体
制の見直し等を進めます。
　＊期日前投票所、当日投票所の人員体制の見直し　　　　　4月～8月
　＊開票システムの導入による開票事務執行体制の見直し　　4月～8月



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

4

多様な主体との連携した選挙啓発の推進

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

〇大阪大学との連携により、社会科
（公民科）の教員免許取得をめざす
学生カリキュラムに協力し、出前授
業を行いました。

〇コロナ禍により障害者団体等と連
携した模擬投票などの啓発講座を実
施することができませんでした。

〇投票率の向上をめざし、積極的な
選挙啓発につとめます。

〇今後、コロナ渦においても、可能
な手法で障害者団体等と連携した啓
発活動を進めます。

〇コロナ禍でも選挙啓発を行えるよ
うにＳＮＳの活用等について検討し
ます。

〇投票に困難を有する者の投票環境の向上を図るため、障害者団体等と
連携した啓発講座を実施します。
　＊出前講座を実施　　7月～8月
〇若者の投票率の向上を図るため、大阪大学と連携した選挙啓発を行い
ます。
　＊衆議院議員選挙の執行時



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

5

新型コロナウイルス感染症対策について

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

〇選挙期間中に発生、または発生の
恐れのある危機事象（地震、風水害
、感染症等）に対して、公職選挙法
に定められた対処方法（繰延投票、
繰延開票、期日前投票所の閉鎖等）
を実施する際の判断基準及び手続き
を明確に定めた中核市初の選挙事務
危機管理基本方針を令和２年１０月
７日に策定しました。（再掲）

〇感染症対策として投開票所で必要
な物品の調達や投開票所の運営等（
換気、間隔の確保、消毒等）を記載
した事務提要の改訂等を行います。
（再掲）

〇新型コロナウイルス感染症への感
染が懸念される状況は期日前投票の
事由に該当することから、期日前投
票の活用を呼びかけ、投票者の分散
を図ります。（再掲）

〇過去の実績から投票所の混雑状況
（時間帯等）を市ホームページやＳ
ＮＳ等で発信することにより投票者
の分散を図ります。

〇選挙人（市民）が安心して投票できる環境と、選挙事務従事者が安心
して業務ができる環境をともに整備するため、選挙の管理執行における
新型コロナウイルス感染症対策を作成する。
　＊危機管理基本方針（8月策定）に含める



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

1

選挙時体制の整備

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

2

投票区の見直し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

 
 基本政策

 51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

４．中期目標（概ね今後4年間）

＊執行人員体制の見直し
　令和2年度（2020年度）4月～8月
＊衆議院議員総選挙
　令和3年度（2021年度）10月21日任期満了
　投票所部局制の本格実施
＊豊中市長選挙
　令和4年度（2022年度）5月14日任期満了
＊参議院議員選挙
　令和4年度（2022年度）7月25日任期満了

〇万全な選挙の管理執行体制の構築をめざして、選挙の本部体制や事務執行
体制の見直しを行います。
〇選挙時における候補者や市民からの質問、相談に即座に瑕疵（かし）なく
回答できるよう、調査・研究を行います。

＊期日前投票所の増設　3か所
　令和2年度（2020年度）　基盤整備
＊庄内さくら学園、（仮称）南部コラボの開設による見直し
　令和4年度（2022年度）～令和5年度（2023年度）
＊（仮称）南校の開校による見直し
　令和7年度（2025年度）

〇学校施設の再編や期日前投票者数の推移を踏まえた投票区の見直しを進め
ます。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

3

市民との協働による選挙啓発の充実

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

4

選挙の執行に係る知識・技術の蓄積・継承
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

 
 基本政策

 51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

＊多様な主体と連携した選挙啓発
・明るい選挙推進協議会との協働による豊私幼総会、公民分館文化
祭、成人式等の場における啓発
・大阪大学（社会科・公民科の教職課程）と連携した若年層との啓
発と主権者教育の推進
・障害者団体等と連携した啓発講座の実施　年2回

〇明るい選挙推進協議会や他の民間団体等とともに選挙啓発の推進を行い、
市民の政治意識の向上を図ります。特に、若年層や子育て世代を意識した啓
発に取り組みます。

＊事務研究会
　令和2年度（2020年度）
　近畿・府都市選挙管理委員会連合会、府北部ブロック選挙管理委
員会協議会への参加

〇事務局職員の関係法令、制度に対する習熟度の向上と事務執行能力の向上
をめざします。
〇選挙ごとの振り返りを行うことで事務改善を図り、組織として業務に取り
組むことの大切さや時間（期間）の意識の醸成など、ＯＪＴによる人材育成
を行います。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

5

開票事務の迅速化

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

6

事務効率化
 〇業務効率を上げ、時間外の削減に取り組みます。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

 
 基本政策

 51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

＊システムの導入
　令和2年度（2020年度）4月～8月
　システム導入

〇開票事務を迅速に行えるよう、新たな開票システムの導入の検討を行いま
す。

＊マニュアルの作成
　令和2年度（2020年度）
　選挙事務におけるミス防止のためのチェックリストの作成
＊選挙執行体制の再構築
　令和2年度（2020年度）8月
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